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本講義では、楕円型 R 行列によって定義される模型を題材として、可解格子模型について
古典的な手法について解説する。
可解格子模型は、統計力学における結晶格子の数学的模型で「近似をせずに物理量を計算

できる」模型である。それが「解ける」のは背後に大きな対称性が隠れているからで、例えば
「Drinfeld-神保の量子群 (量子包絡代数)」の発見は six vertex model あるいは XXZ model と
いった可解格子模型の研究が源にある。
今回の講義では、eight vertex model, XYZ model という「楕円型」と呼ばれる模型を中心

に、可解格子模型の基礎的な事項から始め、Sklyanin 代数を使った一般化、具体的な物理量の
計算の方法について話す。但し、楕円量子群を使った代数的に高度な話ではなく、古典的な代
数的 Bethe Ansatz やQ-operator といった手法について詳しく述べる予定である。
• 可解格子模型の基礎 (模型の定義、何を計算したいか、R 行列、転送行列)。
• 楕円型 R 行列と Sklyanin 代数 (Yang-Baxter 方程式、Sklyanin 代数の定義・表現)。
• 代数的 Bethe Ansatz (有理型、三角型模型についての代数的 Bethe Ansatz, 楕円型模型の

Bethe Ansatz と intertwining vector)。
• Baxter の Q-operator (どのような作用素か、作り方の例、Bethe 方程式と sum rule)。
• (時間があれば) fusion と local Hamiltonian, 熱力学的極限、S 行列。

成績評価はレポートによる予定。
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